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　静岡県牧之原市から御前崎市にかけての榛南海域では，磯焼け現象が平
成に入ってから目立ち始め平成6年頃から拡大し，従前は約8,000haあっ
たとされるカジメ・サガラメ藻場は平成12年頃までにほとんど消失した
が，県は榛南海域の藻場回復のためカジメ藻場の造成，漁業者や関係自治
体による海草藻場保全活動への支援を行い，榛南海域では約870haのカジ
メ藻場が回復したとされている． 
　一方，久々生（くびしょう）海岸では，御前崎港の造成に伴い生物多様
性が復活し始めている． 

　何らかの対策を講じないと藻場が失われていく現在，御前崎港久々生海
岸里海プロジェクトでは，コアマモ場がなぜ形成されたのか，コアジサシ
の餌である小魚がなぜ増えたのかなど不明なままであり，御前崎港の造成
に伴い久々生海岸周辺の海・潮流や土砂の堆積などどのような変化があり
今に至ったのか，メカニズム把握が急務となっている． 
　本発表では，御前崎港や久々生海岸周辺の海・潮流や土砂堆積解析の検
討状況について報告する．

　御前崎港の造成に伴う海草藻場の創出や小魚生息のための要因を解明するため，静岡県による陸域から流入する栄養塩物質等と駿河湾における植物
プランクトン生産量の関係性を推定したスルガベイ・シミュレータ（以下SB）や(国研)海洋研究開発機構による東海道モデルから境界条件となるデー
タを抽出し御前崎港や久々生海岸周辺の海・潮流や土砂の堆積について解析した．なお、解析時期は黒潮大蛇行期である．
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図1　構築したモデルと海底地形 
　節点数3,882×11層=42,702 
　要素数6,579×10層=65,790 

境界条件：SB

境界条件：東海道モデル

図2　シルトの堆積状況

・スルガベイ・シミュレータ出力データから潮位や流速などを
抽出するプログラムを作成した． 
・スルガベイ・シミュレータ出力データは１回／日であること
が分かった．なお、JAMSTECによる東海道モデル出力データ
は１回／時間である。（東海道モデル出力データでは潮汐の影
響評価可能） 
・境界条件には潮位＋流速を設定した方が、計算が安定するこ
とが分かった（潮位のみの場合、流速が22m/s）． 
・海底全面にシルト＋水中にシルトがある場合、両モデルとも
久々生海を含む御前崎港周辺でシルトが３cm／年程度堆積し
た（図2参照）。堆積したシルトは海底からエロージョンによ
り供給されたものは少なく水中にあるシルトが堆積したものと
考えられた． 
・砂においては、御前崎港の防潮堤など流速が速い場所周辺で
堆積や浸食していたが、久々生海岸では影響は見られなかっ
た。流速が遅いためと考えられた． 
・「森は海の恋人」水の循環研究会成果報告書（静岡県2022）
では、駿河湾においてクロロフィルaの分布は河口付近だけで
なく、湾口付近から湾央へ向かって回帰すし、御前崎周辺では
栄養塩類が多いとされている。このような地域で御前崎港が造
成され、海域における流速が遅くなりシルト分などが堆積し海
草藻場の創出や小魚生息に繋がったと考えられた． 
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